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VI  就業状況とテレワーク 

 
１ 就業状況 
 本章では、新型コロナウイルス感染症の流行の影響等により、それまでと働き方が変わり、
テレワークの利用が拡大したことが一般的に指摘されていることに鑑み、2022 年 7 月の本
調査の調査時における、就業状況とテレワークの状況を確認する。 
 本調査において、現在（調査時）の就業状況については、まず「仕事をしている」か、「仕
事をしていない」かを尋ね、「仕事をしていない」場合には、さらに求職状況について「仕
事を探している」または「仕事を探していない、または、学生である」の選択肢で尋ねてい
る（なお、本調査においては、学生によるアルバイトは就労には含まれないこととしている）。
これを性・年齢階級別に集計したのが図表 VI-1である。 
 20 代後半から 50 代後半まででは 80％を超える人が就業し、男女別では男性の方が多く
就業している。 
  
図表 VI-1 性・年齢階級別 現在の就業状況別 個人の割合（％） 
①男女計 

 
注）個人票により集計している。  
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②男性 

 
注）個人票により集計している。 
 
③女性 

 
注）個人票により集計している。  
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 調査票では就業していると回答した者に対して、仕事の内容について尋ねているが、これ
を性・年齢階級別に集計したのが図表 VI-2である。ここでいう仕事の内容は、日本標準職
業分類（平成 21[2009]年 12 月統計基準設定）によるものである。 
 全体的にみれば、専門的・技術的職業（25.7%）、事務的職業（17.0%）、サービスの職業
（15.7%）の順で多い。 
 男女別にみると、専門的・技術的職業の割合はそれほど違いがないが（男性 26.8%、女性
24.4%）、男性は 40代以降で管理的職業の割合が高くなるのに対し、女性では管理的職業の
割合は 40 代から 60 代でも 5％に満たない。他方で、女性は事務的職業の割合が高くなって
おり、20 代後半から 50 代にかけて 30%前後であるのに対し、男性は同じ年代で 10%前後
である。 
 
図表 VI-2 性・年齢階級別 仕事の内容別 個人の割合（％） 
①男女計 

 

注）個人票により集計している。分母は仕事をしていると回答した人数。 

 
②男性 

 

注）個人票により集計している。分母は仕事をしていると回答した人数。 

  

管理的職

業

専門的・

技術的職

業

事務的職

業

販売の職

業

サービス

の職業

保安の職

業

農林漁業

の職業

生産工程

の職業

輸送・機

械運転の

職業

建設・採

掘の職業

運搬・清

掃・包装

等の職業

その他 無回答 合計

18・19歳(n=42) 2.4 11.9 7.1 4.8 28.6 0.0 0.0 19.0 0.0 9.5 7.1 0.0 9.5 100.0
20-24歳(n=347) 1.4 33.7 13.0 8.4 19.9 0.9 0.6 13.5 1.2 3.7 1.2 0.6 2.0 100.0
25-29歳(n=568) 2.8 33.8 21.3 9.2 14.6 0.4 0.5 8.6 1.1 2.1 3.2 1.6 0.9 100.0
30-34歳(n=670) 3.0 32.4 20.3 9.3 15.7 0.7 0.7 7.9 2.7 3.0 2.2 1.2 0.9 100.0
35-39歳(n=783) 5.2 30.0 18.1 8.4 16.0 2.0 0.8 9.6 1.4 2.4 3.3 1.3 1.4 100.0
40-44歳(n=852) 8.5 29.7 20.1 8.0 14.3 0.6 0.9 8.6 2.1 2.5 2.3 1.2 1.3 100.0
45-49歳(n=1230) 9.4 25.3 20.4 7.0 15.3 1.5 1.1 8.5 2.3 4.4 3.6 0.4 0.7 100.0
50-54歳(n=1166) 11.5 26.2 19.8 8.2 12.0 1.0 0.8 7.9 3.0 3.4 3.9 1.0 1.1 100.0
55-59歳(n=1004) 12.5 24.4 18.2 6.3 14.9 0.8 1.1 9.0 3.6 3.2 4.0 1.1 1.0 100.0
60-64歳(n=891) 10.5 24.9 15.7 7.3 15.5 2.2 2.4 7.5 3.9 3.5 4.8 0.8 0.9 100.0
65-69歳(n=708) 7.9 18.4 10.3 8.2 20.1 1.8 6.1 6.6 3.0 5.5 9.0 0.8 2.3 100.0
70-74歳(n=589) 9.2 13.9 7.1 8.3 21.2 3.2 8.5 4.4 2.2 3.9 9.3 2.7 5.9 100.0
75-79歳(n=251) 12.7 15.9 9.2 6.0 11.6 3.6 10.0 2.0 2.4 4.0 10.4 2.4 10.0 100.0
80-84歳(n=103) 7.8 15.5 8.7 9.7 13.6 0.0 11.7 1.0 2.9 1.0 9.7 3.9 14.6 100.0
85歳以上(n=42) 9.5 9.5 11.9 9.5 21.4 0.0 9.5 2.4 2.4 0.0 2.4 4.8 16.7 100.0
合計(n=9246) 8.4 25.7 17.0 7.8 15.7 1.4 2.3 8.0 2.5 3.5 4.5 1.2 2.0 100.0

管理的職

業

専門的・

技術的職

業

事務的職

業

販売の職

業

サービス

の職業

保安の職

業

農林漁業

の職業

生産工程

の職業

輸送・機

械運転の

職業

建設・採

掘の職業

運搬・清

掃・包装

等の職業

その他 無回答 合計

18・19歳(n=20) 5.0 15.0 5.0 0.0 10.0 0.0 0.0 15.0 0.0 20.0 15.0 0.0 15.0 100.0
20-24歳(n=158) 3.2 29.7 3.2 8.2 19.0 0.6 1.3 20.9 1.9 7.6 1.3 0.6 2.5 100.0
25-29歳(n=291) 2.7 38.1 12.0 10.0 10.7 0.7 1.0 12.7 1.7 3.4 5.2 0.7 1.0 100.0
30-34歳(n=357) 3.9 35.3 12.0 7.0 12.0 1.4 1.4 11.2 4.8 5.6 2.8 1.7 0.8 100.0
35-39歳(n=421) 7.6 32.3 9.5 9.5 12.6 3.8 0.7 11.6 2.6 4.3 3.3 1.0 1.2 100.0
40-44歳(n=456) 12.9 30.7 11.6 7.9 13.6 0.9 0.9 10.3 3.5 4.6 1.3 0.9 0.9 100.0
45-49歳(n=659) 15.2 26.3 9.9 8.3 10.2 2.4 1.1 10.8 4.2 7.7 3.2 0.2 0.6 100.0
50-54歳(n=593) 18.5 27.2 11.0 8.6 6.6 1.9 1.3 8.1 5.2 6.6 3.9 0.3 0.8 100.0
55-59歳(n=510) 22.0 24.7 10.0 6.1 8.4 1.6 1.0 8.4 6.7 5.9 4.5 0.4 0.4 100.0
60-64歳(n=520) 15.4 24.6 10.8 5.8 11.9 3.8 1.7 8.1 6.5 5.8 4.2 0.6 0.8 100.0
65-69歳(n=423) 10.4 20.3 6.9 7.1 16.1 2.8 5.4 4.5 4.5 9.2 9.0 1.4 2.4 100.0
70-74歳(n=359) 12.8 16.2 5.3 7.0 15.3 5.3 9.7 3.6 3.6 6.4 7.5 3.3 3.9 100.0
75-79歳(n=176) 14.8 20.5 5.1 4.5 9.1 5.1 10.8 1.7 3.4 5.1 9.1 1.1 9.7 100.0
80-84歳(n=50) 12.0 20.0 2.0 12.0 8.0 0.0 16.0 0.0 6.0 0.0 10.0 2.0 12.0 100.0
85歳以上(n=20) 20.0 0.0 0.0 10.0 30.0 0.0 15.0 0.0 5.0 0.0 0.0 5.0 15.0 100.0
合計(n=5013) 12.9 26.8 9.4 7.6 11.6 2.5 2.7 8.9 4.4 6.1 4.5 0.9 1.7 100.0
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③女性 

 

注）個人票により集計している。分母は仕事をしていると回答した人数。 

 
 
 本調査では、就労状況に関して仕事の内容に続いて「勤め」か「自営」かの別を尋ねてい
る。この設問の選択肢は「会社・団体の役員」「一般常雇者」「1月以上 1 年未満の契約の雇
用者」「日々又は 1 月未満の契約の雇用者」「自営業（雇人あり）」、「自営業（雇人なし）」「家
族従業者」「内職」「その他」であるが、「日々又は 1月未満の契約の雇用者」までが「勤め」、
「自営業（雇人あり）」以降を「自営」としている。 
 さらに「勤め」と回答した者に対して、勤め先での呼称を尋ねているが、これを性・年齢
階級別に集計したのが図表 VI-3 である。 
 20 代から 50 代の男性では正規の職員・従業員が概ね 8 割半ばを超える。他方で女性で
は、20代で正規の職員は 73.9%であるが、30 代で 58.1%、40 代で 45.9%、50 代で 43.6%
と徐々にその割合が下がり、反対にパートの割合が上がっている。 
 

管理的職

業

専門的・

技術的職

業

事務的職

業

販売の職

業

サービス

の職業

保安の職

業

農林漁業

の職業

生産工程

の職業

輸送・機

械運転の

職業

建設・採

掘の職業

運搬・清

掃・包装

等の職業

その他 無回答 合計

18・19歳(n=22) 0.0 9.1 9.1 9.1 45.5 0.0 0.0 22.7 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 100.0
20-24歳(n=189) 0.0 37.0 21.2 8.5 20.6 1.1 0.0 7.4 0.5 0.5 1.1 0.5 1.6 100.0
25-29歳(n=277) 2.9 29.2 31.0 8.3 18.8 0.0 0.0 4.3 0.4 0.7 1.1 2.5 0.7 100.0
30-34歳(n=313) 1.9 29.1 29.7 11.8 19.8 0.0 0.0 4.2 0.3 0.0 1.6 0.6 1.0 100.0
35-39歳(n=362) 2.5 27.3 28.2 7.2 19.9 0.0 0.8 7.2 0.0 0.3 3.3 1.7 1.7 100.0
40-44歳(n=396) 3.3 28.5 29.8 8.1 15.2 0.3 1.0 6.6 0.5 0.0 3.5 1.5 1.8 100.0
45-49歳(n=571) 2.8 24.2 32.6 5.4 21.2 0.5 1.2 6.0 0.0 0.5 4.0 0.7 0.9 100.0
50-54歳(n=573) 4.2 25.3 29.0 7.9 17.6 0.2 0.2 7.7 0.7 0.2 4.0 1.7 1.4 100.0
55-59歳(n=494) 2.6 24.1 26.7 6.5 21.7 0.0 1.2 9.5 0.4 0.4 3.4 1.8 1.6 100.0
60-64歳(n=371) 3.8 25.3 22.6 9.4 20.5 0.0 3.2 6.7 0.3 0.3 5.7 1.1 1.1 100.0
65-69歳(n=285) 4.2 15.4 15.4 9.8 26.0 0.4 7.0 9.8 0.7 0.0 9.1 0.0 2.1 100.0
70-74歳(n=230) 3.5 10.4 10.0 10.4 30.4 0.0 6.5 5.7 0.0 0.0 12.2 1.7 9.1 100.0
75-79歳(n=75) 8.0 5.3 18.7 9.3 17.3 0.0 8.0 2.7 0.0 1.3 13.3 5.3 10.7 100.0
80-84歳(n=53) 3.8 11.3 15.1 7.5 18.9 0.0 7.5 1.9 0.0 1.9 9.4 5.7 17.0 100.0
85歳以上(n=22) 0.0 18.2 22.7 9.1 13.6 0.0 4.5 4.5 0.0 0.0 4.5 4.5 18.2 100.0
合計(n=4233) 3.1 24.4 26.1 8.1 20.6 0.2 1.9 6.9 0.3 0.3 4.5 1.4 2.2 100.0
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図表 VI-3 性・年齢階級別 勤め先での呼称別 個人の割合（％） 
①男女計 

 
注）個人票により集計している。分母は就業している者のうち「勤め」と回答した者の人数。 

 
②男性 

 
注）個人票により集計している。分母は就業している者のうち「勤め」と回答した者の人数。 

 
  

正規の職

員・従業

員

パート
アルバイ

ト

労働者派

遣事業所

の派遣社

員

契約社

員・嘱託

利用者(障
害者就労

継続支援)
その他 無回答 合計

18・19歳(n=40) 60.0 10.0 15.0 2.5 0.0 2.5 5.0 5.0 100.0
20-24歳(n=341) 78.3 4.4 7.0 2.3 3.8 1.8 0.6 1.8 100.0
25-29歳(n=546) 77.7 7.9 4.6 3.3 4.6 0.0 0.7 1.3 100.0
30-34歳(n=628) 73.4 10.5 3.7 4.9 4.6 0.6 1.1 1.1 100.0
35-39歳(n=735) 73.9 13.5 2.4 2.2 5.0 0.7 0.5 1.8 100.0
40-44歳(n=774) 69.4 17.4 2.3 3.1 4.7 0.4 0.6 2.1 100.0
45-49歳(n=1125) 67.2 19.6 3.1 2.5 3.8 0.4 1.5 1.8 100.0
50-54歳(n=1060) 66.1 20.8 1.1 2.8 3.7 0.4 1.4 3.6 100.0
55-59歳(n=900) 64.1 21.6 3.0 1.9 5.8 0.1 1.8 1.8 100.0
60-64歳(n=773) 41.3 24.2 4.1 1.3 21.9 0.6 2.6 4.0 100.0
65-69歳(n=555) 22.9 35.9 10.3 1.6 19.8 0.4 3.2 5.9 100.0
70-74歳(n=411) 19.2 36.5 13.4 3.4 11.9 0.0 5.1 10.5 100.0
75-79歳(n=154) 19.5 20.8 9.7 6.5 9.7 0.6 6.5 26.6 100.0
80-84歳(n=57) 17.5 22.8 7.0 5.3 1.8 0.0 10.5 35.1 100.0
85歳以上(n=24) 37.5 8.3 0.0 0.0 0.0 4.2 8.3 41.7 100.0
合計(n=8123) 59.9 19.5 4.3 2.7 7.6 0.5 1.8 3.7 100.0

正規の職

員・従業

員

パート
アルバイ

ト

労働者派

遣事業所

の派遣社

員

契約社

員・嘱託

利用者(障
害者就労

継続支援)
その他 無回答 合計

18・19歳(n=20) 65.0 10.0 5.0 5.0 0.0 0.0 5.0 10.0 100.0
20-24歳(n=153) 81.7 2.0 5.9 2.0 2.6 2.6 0.7 2.6 100.0
25-29歳(n=275) 84.7 3.3 3.6 2.5 4.0 0.0 0.7 1.1 100.0
30-34歳(n=337) 85.2 1.8 2.7 2.4 4.5 1.2 0.9 1.5 100.0
35-39歳(n=400) 89.0 2.3 1.3 2.0 3.0 0.5 0.5 1.5 100.0
40-44歳(n=412) 87.1 1.9 1.2 2.2 4.4 0.5 0.5 2.2 100.0
45-49歳(n=594) 89.2 1.9 1.5 1.5 1.7 0.5 1.5 2.2 100.0
50-54歳(n=528) 87.7 0.9 0.9 0.9 2.7 0.2 1.7 4.9 100.0
55-59歳(n=453) 87.4 2.9 1.8 0.7 4.2 0.0 1.1 2.0 100.0
60-64歳(n=451) 53.9 6.4 3.8 0.9 28.4 0.4 2.4 3.8 100.0
65-69歳(n=329) 29.2 19.8 11.9 2.4 25.5 0.6 3.6 7.0 100.0
70-74歳(n=242) 25.2 19.8 16.1 3.7 16.9 0.0 7.4 10.7 100.0
75-79歳(n=104) 24.0 9.6 11.5 8.7 13.5 1.0 6.7 25.0 100.0
80-84歳(n=22) 27.3 4.5 9.1 4.5 4.5 0.0 9.1 40.9 100.0
85歳以上(n=13) 30.8 7.7 0.0 0.0 0.0 7.7 7.7 46.2 100.0
合計(n=4333) 73.8 5.1 3.9 1.9 8.6 0.5 2.0 4.2 100.0
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③女性 

 
注）個人票により集計している。分母は就業している者のうち「勤め」と回答した者の人数。。 

 
 
２ テレワークの状況 
 本調査では、調査時に就業している者に対して、テレワークの状況について尋ねている。
本調査におけるテレワークとは、情報通信技術を利用し、在宅または在宅以外（サテライト
オフィス勤務・モバイル勤務）で行う事業場外勤務を言うものとし、調査票にもその旨の説
明を付している。 
 テレワークの状況を性・年齢階級別に集計したのが図表 VI-4である。テレワークの状況
に関する選択肢は、「テレワークが 7 割以上」、「テレワークは 4～6 割程度」、「テレワーク
は 1～3割程度」、「テレワークはほぼ、あるいはまったくしていない」であるが、本章の図
では「テレワークはほぼ、あるいはまったくしていない」については省略している。 
 テレワークをしているものの割合は全体的には 30 代～40 代で高くなっており、また、テ
レワークを行っている者の中では、7 割以上がテレワークの者と 1～3 割程度がテレワーク
の者の割合の方が 4～6 割がテレワークの者の割合よりも高くなっている。 
 
  

正規の職

員・従業

員

パート
アルバイ

ト

労働者派

遣事業所

の派遣社

員

契約社

員・嘱託

利用者(障
害者就労

継続支援)
その他 無回答 合計

18・19歳(n=20) 55.0 10.0 25.0 0.0 0.0 5.0 5.0 0.0 100.0
20-24歳(n=188) 75.5 6.4 8.0 2.7 4.8 1.1 0.5 1.1 100.0
25-29歳(n=271) 70.5 12.5 5.5 4.1 5.2 0.0 0.7 1.5 100.0
30-34歳(n=291) 59.8 20.6 4.8 7.9 4.8 0.0 1.4 0.7 100.0
35-39歳(n=335) 55.8 26.9 3.9 2.4 7.5 0.9 0.6 2.1 100.0
40-44歳(n=362) 49.2 35.1 3.6 4.1 5.0 0.3 0.8 1.9 100.0
45-49歳(n=531) 42.6 39.5 4.9 3.6 6.2 0.4 1.5 1.3 100.0
50-54歳(n=532) 44.7 40.6 1.3 4.7 4.7 0.6 1.1 2.3 100.0
55-59歳(n=447) 40.5 40.5 4.3 3.1 7.4 0.2 2.5 1.6 100.0
60-64歳(n=322) 23.6 49.1 4.7 1.9 12.7 0.9 2.8 4.3 100.0
65-69歳(n=226) 13.7 59.3 8.0 0.4 11.5 0.0 2.7 4.4 100.0
70-74歳(n=169) 10.7 60.4 9.5 3.0 4.7 0.0 1.8 10.1 100.0
75-79歳(n=50) 10.0 44.0 6.0 2.0 2.0 0.0 6.0 30.0 100.0
80-84歳(n=35) 11.4 34.3 5.7 5.7 0.0 0.0 11.4 31.4 100.0
85歳以上(n=11) 45.5 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 36.4 100.0
合計(n=3790) 44.0 35.9 4.8 3.6 6.5 0.4 1.7 3.1 100.0
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図表 VI-4 性・年齢階級別 テレワークの状況別 個人の割合（％） 
①男女計 

 
注）個人票により集計している。各合計は就業している者の人数で本設問に無回答を含む。「テレワークは

ほぼ、あるいはまったくしていない」は省略している。 

 
②男性 

 
注）個人票により集計している。各合計は就業している者の人数で本設問に無回答を含む。「テレワークは

ほぼ、あるいはまったくしていない」は省略している。 
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③女性 

 
注）個人票により集計している。各合計は就業している者の人数で本設問に無回答を含む。「テレワークは

ほぼ、あるいはまったくしていない」は省略している。 

 
 
 仕事の内容別にテレワークの状況をみたのが図表 VI-5 である。管理的職業、専門的・
技術的職業、事務的職業でテレワークの割合が比較的高くなっている。また、販売の職業
やサービスの職業でもテレワークが行われているが、1～3 割程度のテレワークの割合が高
くなっている。それ以外の職業では 4割以上のテレワークはほぼ行われていないが、これ
らは基本的にテレワークを実施しにくい職種であることを反映している結果と考えられ
る。 
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図表 VI-5 仕事の内容別 テレワークの状況別 個人の割合（％） 

 
注）個人票により集計している。各合計は就業している者の人数で無回答を含む。「テレワークはほぼ、あ

るいはまったくしていない」は省略している。 

 
 
 職場での呼称別にテレワークの状況をみたのが図表 VI-6である。正規の職員・従業
員、労働者派遣事業所の派遣社員、契約社員・嘱託でテレワークが実施されているが、パ
ートやアルバイトではテレワークはほとんど実施されていない。 
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図表 VI-6 勤め先での呼称別 テレワークの状況別 個人の割合（％） 

 
注）個人票により集計している。各合計は就業している者のうち「勤め」の人数で無回答を含む。「テレワ

ークはほぼ、あるいはまったくしていない」は省略している。 

 
 図表 VI-7 は、等価可処分所得階級別にテレワークの状況を集計している。第Ⅰ十分位
は総数が少ないため評価が難しいが、第Ⅱ十分位以上では、階級が高くなるほどテレワー
クの実施している者の割合が高くなっている。 
 
図表 VI-7 等価可処分所得階級別 テレワークの状況別 個人の割合（％） 

 
注）世帯票及び個人票により集計している。分母には無回答を含む。「テレワークはほぼ、あるいはまった

くしていない」は省略している。  
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 図表 VI-8 は、地域ブロック（類型Ⅰ）別にテレワークの状況を集計している。テレワー
クの実施の割合が高いのは順に関東、近畿、東海（中部）となっている。 
 
図表 VI-8 地域ブロック（類型Ⅰ）別 テレワークの状況別 個人の割合（％） 

 
注）世帯票及び個人票により集計している。各合計は就業している者の人数で無回答を含む。「テレワーク

はほぼ、あるいはまったくしていない」は省略している。 
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